


目的 

妊娠中毒症の発生要因あるいは重症化の要因として従来より種々の説が挙げられているが

,現在なお不明な点が多い。それらの要因の一つとして貧血が従来より重要視されているが

,一方では逆に,血液の濃縮化も妊娠中毒症と密接に関係し,血液の濃縮が著しいほど妊娠

中毒症は重症であると報告されている。 

このように一方では貧血が,他方ではそれとは逆に血液の濃縮が妊娠中毒症と密接な関係

があるという相反する現象が報告されているわけであるが,これはどのように解釈すれば

よいのであろうか。本研究は妊娠中毒症と血液の希釈,貧血あるいは血液の濃縮との間には

たして密接な関係があるか否かを疫学的に再検討し,関係があるとすれば,妊娠中毒症の症

状や重症度とどのような関係にあるかを検索し,妊娠中毒症の新しい診断基準や治療指針

の設定に寄与する知見を得ることを目的に行われた。 


